
 

 

 

大切な命 かけがえのない自分 
校長  鈴木 玲  

 夏休みが始まって１０日ほどした７月２８日、最大
さいだい

震度
し ん ど

７の激
はげ

しい地震
じ し ん

が熊本県で発生
はっせい

しま

した。また、千葉県や北陸
ほくりく

地方などの日本各地で記録的な豪雨
ご う う

による被害
ひ が い

が多く発生するなど、

自然
し ぜ ん

災害
さいがい

の恐ろしさを立
た

て続
つづ

けに感じる夏でした。いずれも被災
ひ さ い

された方々、また関係の方々

には心よりお見舞
み ま

い申し上げますとともに、被災地の一日も早い復興
ふっこう

をお祈
いの

りいたします。 

埼玉に住む我々
われわれ

が地震による被害
ひ が い

を体験または見聞
み き

きし、自然
し ぜ ん

災害
さいがい

から生命を守ることを

自分事
じぶんごと

として考えたのは、やはり２０１１年３月１１日の東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

でした。１５年以上前

のことですから現在の中学３年生もまだ生まれていません。したがって、あの震災
しんさい

の恐
おそ

ろしさ

とその後の混乱
こんらん

を生徒たちは知りません。しかし、我々大人
お と な

たちは事
こと

あるごとにあの時を思い

出し、生徒たちに伝えていかなければいけないことがあるのではないかと感じています。 

伝えたいこと その１   自分自身の生命は自分で守ること 

  今回熊本で起きた地震も、当たり前のことですが突然
とつぜん

やってきました。被災
ひ さ い

時の避難
ひ な ん

行動
こうどう

には瞬時
しゅんじ

の判断
はんだん

と行動が求
もと

められます。東日本大震災の時には想像
そうぞう

もしなかった激
はげ

しく大き

な津波
つ な み

が東北の町を襲
おそ

いました。三陸
さんりく

地方では古くから『津波てんでんこ』という言
い

い伝
つた

え

があり、それは「親子
お や こ

がてんでんばらばらになろうとも、とにかく高台
たかだい

へ逃
に

げろ」という教

えだそうです。当時、津波が押
お

し寄
よ

せるまでの数分間
すうふんかん

で高台や頑丈
がんじょう

な建物の上層
じょうそう

階
かい

に避難

して助かった方々も多くいました。私たちも日頃
ひ ご ろ

から様々な被害を想定
そうてい

し、それらについて

正しい知識
ち し き

と情報
じょうほう

を蓄
たくわ

え、適切
てきせつ

な判断と行動ができるようにしておかなければなりません。 

伝えたいこと その２   自制心をもつこととそれを誇
ほこ

れる人間であること 

「自制
じ せ い

心
しん

」とは自分自身の感情
かんじょう

や欲望
よくぼう

に流されず、理性的
りせいてき

に行動することができる心の

力です。被災直後、自分や近
ちか

しい関係にある人たちを守るためには自己
じ こ

中心的
ちゅうしんてき

な考えが芽生
め ば

え、行動することは当然あり得
え

ることです。しかし、外国の報道
ほうどう

機関
き か ん

が全世界に向けて発信

し、称賛
しょうさん

したのは、食料など物資
ぶ っ し

の配給
はいきゅう

に整
せい

然
ぜん

と列
れつ

をつくって待
ま

ち、強奪
ごうだつ

やもめ事
ごと

を起こ

さない日本人たちの姿でした。当時を知らない生徒たちにも、いかなる局面
きょくめん

においても落

ち着いて理性的な行動ができる力を育てたいですし、これからも、私たちはそういう心根
こころね

の

人間なのだというプライドを忘れずにいて欲しいと思っています。 

伝えたいこと その３   命を大切に思うこと 

突然の災害に生命を落とした方々
かたがた

は「助かりたい。生き続けたい」と最後まで必死だった

ことでしょう。そして、あまりにも突然で不条理
ふじょうり

な死に、残された家族などが受けた悲しみ

は私たちには到底
とうてい

想像できないものでしょう。また、津波が迫
せま

ってくる中、町民の生命を必

死で守ろうと、ご自身が亡
な

くなるまで防災
ぼうさい

放送で避難
ひ な ん

を呼びかけた町職員の方
かた

がいらした

ことも大きく報道
ほうどう

されました。それらのことを思うと、今、私たち一人一人が命の重さを自

覚し、自分の命も他者の命も同じように大切にしながら生きていくことこそが、多くの犠牲
ぎ せ い

の下
もと

に教訓
きょうくん

を残
のこ

してくださった方々へのご供養
く よ う

となるのではないでしょうか。 

私たちは唯一
ゆいいつ

無二
む に

の存在
そんざい

です。自分の、そして周
まわ

りの人たちの生命を大切にしてください。 
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           上青木中生のがんばり        

男子ソフトテニス部 

【個人】 

■令和８年度埼玉県学校総合体育大会ソフトテニス男子個人 

第３位：関東大会出場    

■令和８年度埼玉県学校総合体育大会ソフトテニス男子個人 

第５位：関東大会出場    

■令和８年度埼玉県学校総合体育大会ソフトテニス男子個人 

第６位：関東大会出場    

【団体】 

■令和８年度埼玉県学校総合体育大会ソフトテニス男子団体 

第１位：関東大会出場 

■令和８年度第 56回関東中学校ソフトテニス大会男子団体 

第２位：全国大会出場 

■令和８年度第 57 回全国中学校ソフトテニス大会男子団体 

第２位：全国準優勝 

 

 

 

女子ソフトテニス部 

■令和８年度埼玉県学校総合体育大会ソフトテニス女子個人 

第５位：関東大会出場    

 

男子剣道部   

【団体】 

■川口市夏季剣道大会団体 第３位 

 

 

陸 上 部 

■埼玉県学校総合体育大会 女子円盤投 

第２位：関東大会出場  

 

吹 奏 楽 部   

■第 67回埼玉県吹奏楽コンクール地区大会 

中学生Ａの部 金賞 

■第 67回埼玉県吹奏楽コンクール県大会 

中学生Ａの部 銀賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美 術 展 

■身体障害者福祉のための埼玉県児童生徒美術展覧

会 入選 

 

 

 

 

◇ ９ 月 の 行 事 予 定 ◇ 
 

1 火 始業式 避難訓練 16 水  

2 水 給食開始 委員会 17 木 市民体育祭 

3 木  18 金 市民体育祭 ふれあいデー 

4 金  19 土 市民体育祭 

5 土  20 日  

6 日  21 月 敬老の日 

7 月 生徒集会 22 火 国民の休日 

8 火  23 水 秋分の日 

9 水  24 木 市民体育祭 給食なし 学年内３時間 

10 木 駅伝選手内科検診 25 金 市民体育祭 給食なし 学年内３時間 

11 金 第２回進路説明会（３年） 26 土  

12 土  27 日  

13 日  28 月 市民体育祭 給食なし 学年内３時間 

14 月 生徒集会/壮行会 29 火 市民体育祭 給食なし 学年内３時間 

15 火  30 水 市民体育祭（予備日） 

＜市民体育祭（新人戦）関係日程＞ 

９月１７日から 市民体育祭（新人戦）となり、９月２４日（木），２５日（金），２８日（月），２９日（火）の

４日間は給食がありません。それぞれの種目で大会日程が異なります。詳しくは、各部活動より連絡があります。 


